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第１６章 福島県立博物館

第１節 概要
１ 運営の概要

福島県立博物館は資料収集・保存管理・常設展・企画展・調査

研究・教育普及事業を中心に内容の充実を図っている｡

今年度の博物館活動の概要は次のとおりである｡

２ 運営協議会

⑴ 委員

学校教育 古川 満里子 県小学校長会代表

渡部 裕二 県中学校長会代表

渡部 裕一 県高等学校長協会代表

社会教育 富田 孝志 財団法人福島県文化振興事業

団理事長

外島 正弘 県公民館連絡協議会代表

学識経験者 佐藤 弘子 公立大学法人会津大学非常勤

講師

伊藤 豊松 喜多方市文化財保護審議会長

井上 禮子 会津若松市教育委員会委員

渡辺 紀子 公募による選任

新国 勇 公募による選任

⑵ 会議

平成 22年 6月 25日
ア 平成 22年度事業計画について
イ その他

平成 23年 2月 18日
ア 平成 22年度事業の実施概要について
イ 平成 23年度事業計画について
ウ 福島県立博物館の中期目標について

エ その他

第２節 調査研究事業
１ 展示資料調査研究

⑴ 考古資料の材質・製作技法に関する研究

ア 県内古墳出土鉄製品の復元的研究

⑵ 展示室における効果的な歴史理解に資する歴史資料の研究

ア 古代：県域の地名、人名、社寺名等が見られる古代史

資料の所在調査

イ 中世：本県ゆかりの武将関係資料および絵図類の所在

調査

ウ 近世：本県ゆかりの大名関係・地方関係資料の所在調

査、幕末資料の所在調査

エ 近・現代：本県出身の著名人の関連資料調査、近・現

代の行政・政治・教育資料調査ほか

⑶ 福島県における衣生活文化の研究

ア 県内各教育委員会等施設所蔵資料の調査

イ 関連する伝承技術等の調査

⑷ 福島県域の大名文化に関する研究

ア 県域諸藩の大名家ゆかりの工芸品調査

イ 県域社寺所蔵の工芸品調査

⑸ 恐竜時代のふくしまに関する研究

ア 相馬地域に分布するジュラ～白亜紀の相馬中村層群の

野外地質調査

イ ジュラ～白亜紀の貝類化石のコレクション調査

第３節 収集整理事業
１ 収集展示委員会
博物館の収集資料､企画展の計画等についての審議のため､ 12名

の委員を委嘱している｡

⑴ 収集展示委員会委員

氏 名 役 職 名 備 考

岡 田 茂 弘 国立歴史民俗博物館名誉教授 委員長

有 賀 祥 隆 元東北大学教授 委員

入間田 宣夫 東北芸術工科大学教授 〃

野 沢 謙 治 郡山女子大学短期大学部教授 〃

岡 田 清 一 東北福祉大学教授 〃

斎 藤 常 正 元東北大学理学部教授 〃

平 川 南 国立歴史民俗博物館館長 〃

原 田 一 敏 東京国立博物館上席研究員 〃

村 川 友 彦 福島県史学会会長 〃

佐々木 利和 国立民族学博物館教授 〃

柳 田 俊 雄 東北大学総合学術博物館教授 〃

渡 邉 一 雄 福島県考古学会顧問 〃

⑵ 審議内容

平成22年度は会議の開催は休止され、書面による審議を行った。

ア 平成 22年度事業の実施概要について
イ 平成 23年度事業計画について
ウ 平成 23年度の企画展について
エ 平成 23年度の特集展について
オ 中期目標、および使命について

カ その他

２ 資料調査員会議

博物館資料の収集等に関する県内の詳細な情報を得るた

め、平成 20 年度まで、毎年１４名の資料調査員を委嘱し、
情報の提供を受けてきた。しかし、平成 21年度に引き続き、
本年度も予算規模縮小により、資料調査員の委嘱及び調査員

会議の開催は休止された。
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３ 資料収集

⑴ 受贈・受託資料

ア 歴史資料

＊受贈 漆器資料 他 2 件 個人

東都高名会席盡し 他 11 件 個人

日乗（石井研堂日記） 他 27 件 個人

東海道五十三次 他 13 件 個人

文机 1 件 個人

扇風機 1 件 個人

＊受託 篠澤家文書 一括 個人

盛秀知行免許状 他 2 件 個人

紙本着色蒲生氏郷像 1 件西光寺
絹本着色飯豊山山道絵図 他

4 件 飯豊山神社

第三十一国立銀行券五円券 他 3 件 個人

松平容保和歌短冊・書状 1 件 個人

牛澤組絵図 他 3 件 個人

牛澤組絵図 他 3件
会津坂下町教育委員会教育長

イ 美術資料

＊受贈 蒔絵図案集、会津漆器図案集 2 件 個人

＊受託 芋銭落款「鎌風来図」 1 件 個人

渡辺東郊「白虎隊自刃図」 1 件 個人

朱塗瓶子 他 3 件 個人

ウ 民俗資料

＊受贈 棺台 1 件 個人

子ども綿入れ 他 2 件 個人

炭火アイロン 他 7 件 個人

８ミリ映写機 他 5 件 個人

８ミリフィルム「哀しみの蒸気機関車」

1 件 個人

８ミリフィルムカメラ 他 2 件 個人

板かるた 1 件 個人

嶋台 他 2 件 個人

８ミリフィルム映写機 他 3 件 個人

８ミリフィルムエディター 他 4 件 個人

エ 考古資料

＊受贈 三葉環刀把頭 他 2 件 個人

＊受託 荒屋敷遺跡出土資料 一括

三島町教育委員会教育長

オ 自然資料

＊受贈 布沢層 コシオリエビ化石 1 件 個人

玉山層産動物化石 他 286 件 個人

反射実体鏡 1 件 個人

気象観測機器 4件
（個人３件、若松測候所 1 件)

若松測候所関連資料（写真） 10件
若松測候所

＊受託 南極観測試料および器材 67 件 個人

⑵ 購入資料

ア 一次資料

＊美術資料 浦上秋琴筆「秋渓独釣図」 1 件
＊自然資料 硬骨魚類化石 2 件

古生代サンゴ化石 他 18 件
イ 二次資料

＊図 書 考古分野 43冊、歴史分野 34冊、美術分野
33 冊、民俗分野 38 冊、自然分野 54 冊、
保存分野 14 冊、その他 2 冊 計 218 冊

第４節 保存管理事業
１ 収集資料数

資料受入れ時点における件数(概数)の、現在までの累計を

示す。

（平成 23年 3月 31日現在）

分野 件数 備 考

考古 18,488 土器・石器・金属器ほか

民俗 12,719 生活・生業・交通・信仰・芸能用具ほか

歴史 20,940 書跡・文書資料ほか

美術 6,108 絵画・彫刻・工芸資料ほか

自然 48,023 化石・岩石・鉱物ほか

合計 106,278

２ 資料の整理

データベース入力済みの登録資料の件数を示す．

（平成 23年 3月 31日現在）

分野
資料データ入力件数 資料データ入力件数

（平成22年度） (累 計)

考古 397 10,833

民俗 729 13,833

歴史 3,093 35,507

美術 468 6,211

自然 619 21,875

合計 5,306 87,802

３ 資料の保存

⑴ 防虫作業等

ア 保存環境調査

常設展示室・収蔵資料展示室・企画展示室、収蔵庫（一

時、第１～第６収蔵庫）、エントランスホール、体験学

習室、講堂、事務室、会議室、研究室、図書室、空調機

械室など主要なスペースについて昆虫、空中浮遊菌、空

中浮遊塵埃数、室内塵埃中昆虫、気相（酸・アルカリ度、

ホルムアルデヒド、酢酸、アンモニアの濃度）及び温度、
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湿度、照度等について調査を行った。

調査は季節による生息害虫等の変化を確認するため、

7月6日～7月23日､11月16日～12月10日の２回にわたり実

施した。

イ 燻蒸庫による燻蒸

第1回(5月28日)～第3回(3月25日)まで、新収蔵資料お

よび企画展出品資料を中心に約416件の燻蒸をした。

４ 資料撮影

⑴ マイクロフィルム撮影 2,200コマ

５ 資料の貸出

資料名 貸出先 期間 展覧会名

桜井遺跡出 南相馬市博物 4月１日～ 同館常設展

土遺物 54 館 平成 23年
点 3月 31日
三貫地貝塚 福島県文化財 4月１日～ 同館常設展「暮

出土骨角器 センター白河 平成 23年 らしをささえ

5点 館（まほろん） 3月 31日 た道具たち」

新生代植物 ふくしま海洋 4月１日～ 同館常設展「い

化石 14点 科学館（アク 平成 23年 わき地方の化

アマリンふく 3月 31日 石」

しま）

パレオパラ 仙台市科学館 7月1日～8月 「タイムスリ

ドキシア簗 31日 ップ！！絶滅

川標本関連 ホニュウ類ワ

資料 18点 ールド～恐竜

にかわる地球

の支配者たち

～」

福島市穴田 福島県文化財 6月18日～ ふくしま森林

遺跡出土猪 センター白河 9月3日 文化企画展「原

形土製品１ 館（まほろん） 始・古代の森

点・三島町 と人との共生」

荒屋敷遺跡

出土木製品

（斧柄）２

点・トチの

実 20点・磨
製石斧復元

品・森の写

真パネル１

点

三貫地貝塚 大阪府立弥生 7月3日～ 特別展「MASK
出土資料 4 文化博物館 9月20日 －仮面の考古

点 学―」

松平定信像 栃木県立博物 9月23日～11 改革と学問に

館 月23日 生きた殿様－

黒羽藩主大関

増業―

資料名 貸出先 期間 展覧会名

日新館教授 若松城天守閣 10月10日～ 秋期企画展

之図（詞書 郷土博物館 11月30日 「日新館」

・素読学習

図・礼法学

習図・槍術

稽古図）・沢

田名垂和歌

阿弥陀寺関 南相馬市博物 10月27日～ 特別展「鹿島

係資料 17件 館 12月9日 の寺院展－指

28点 定文化財を中

心にして－」

大窪横穴墓 南相馬市博物 平成23年1月 企画展「国史

群出土資料 館 8日～3月6日 跡指定記念

18 点・真野 古代陸奥国・

古墳群出土 行方の郡家－

資料 14点・ 国史跡・泉官

黒木田遺跡 衙遺跡－」

出土資料 1
点

須賀川市跡 須賀川市立博 平成23年1月 常設展「須賀

見塚古墳出 物館 25日～平成2 川の歴史」

土ガラス玉 4年1月24日

・管玉・切

子玉・勾玉

８件 318点

第５節 展示事業
１ 常設展示

総合展示と部門展示からなる。総合展示は、原始から現

代までの福島県の歴史を通観し、人々のくらしを時系列に

沿って展示している。原始・古代・中世・近世・近現代・

自然と人間のテーマで構成される。部門展示は、テーマ性

の高い専門的な展示であり、民俗・自然・考古・歴史美術

の展示に分かれる。部門展示の歴史美術は常設展示の中で

はギャラリー的な役割を受け持ち、年間７～８回のテーマ

に沿ったミニ展示を開催している。

平成 20 年度から始まったテーマ展とポイント展という展
示が定着してきた。各分野がそれぞれ工夫した展示を展開

することによって、常設展に新しさや変化を加えることが

できた。

常設展示内では展示資料を固定化しないという開館当初

からの考えがあったし、また、これまでにも部分的な展示

替えが行われてきた。しかし、各分野がそれぞれにテーマ

展やポイント展を工夫することによって、常設展を全体的

に少しずつリフレッシュさせる効果をだすことができた。

なお、考古分野では、部門展示室を用いて、「ふるさとの

考古シリーズ」を約１年間を単位として開催することとな

った。平成 22 年度は「会津若松市遺跡探訪」として、会津
若松市教育委員会の発掘調査資料の主要なものを同市教育

委員会の協力を得て展示し好評を博することができた。
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（ア） テーマ展

常設展エリア内において、収蔵品を中心として特定の

テーマを設定した小・中規模展示を「テーマ展」として

実施した。

ア ｢会津の茶の湯－会津本郷焼と会津漆器の名品－｣（部門

展示室歴史・美術）

平成 22年 4月 17日（土）～ 5月 30日（日）
イ ｢ふるさとの考古資料Ⅰ 会津若松市遺跡探訪｣（部門展

示室考古）会津若松市教育委員会との共催

平成 22年 5月 29日（土）～平成 23年 5月 15日（日）
ウ ｢昭和のくらし－あの頃の家電製品－｣（総合展示室近・

現代）

平成 22年 6月 8日（火）～平成 23年 3月 21日（月）
エ ｢白虎隊の図像学｣（部門展示室歴史・美術歴史）

平成 22年 6月 12日（土）～ 8月 1日（日）
オ ｢けんぱくの宝 2010 ｣（部門展示室歴史・美術）
平成 22年 8月 7日（土）～ 9月 12日（日）

カ ｢相馬地域の干拓｣（総合展示室自然と人間）

平成 22年 9月 7日（火）～平成 23年 3月 31日（木）
キ ｢ふくしまの画人たち～遍歴の画人春日光親～｣（部門

展示室歴史・美術）

平成 22年 12月 4日（土）～平成 23年 1月 9日（日）
ク ｢書に込めた心｣（部門展示室歴史・美術、エントランス

ホール）

平成 23年 1月 15日（土）～ 2月 13日（日）
ケ ｢天神さま－絵巻物から郷土玩具まで－｣（部門展示室歴

史・美術）

平成 23年 2月 26日（土）～ 4月 17日（日）
(イ) ポイント展

常設展エリア内において、収蔵品を中心として特別に資

料を公開する「ポイント展」を実施した。

ア ｢笹山原遺跡群の旧石器｣（総合展示室原始）

平成 22年 4月 20日（火）～ 5月 28日（金）
イ ｢三角縁神獣鏡と会津の銅鏡｣（総合展示室古代）

平成 22年 4月 20日（火）～ 9月 26日（日）
ウ ｢恵日寺絵図｣（総合展示室古代）

平成 22年 4月 22日（木）～ 5月 26日（水）
エ ｢腕足類ってなに？｣（部門展示室自然）

平成 22年 4月 24日（土）～ 6月 4日（日）
オ ｢化石でみるブナ林－落葉広葉樹帯の起源をさぐる－｣（部

門展示室自然）

平成 22年 7月 6日（火）～ 9月 5日（日）
カ ｢風船爆弾の気球｣（総合展示室近・現代）

平成 22年 7月 7日（水）～ 9月 14日（火）
キ ｢落下傘でつくった着物｣（部門展示室民俗）

平成 22年 7月 22日（木）～ 8月 22日（日）
ク ｢沼沢出雲守家臣連判状－時を超えた主従の絆－｣（収

蔵資料展示室）

平成 22年 9月 2日（木）～ 9月 26日（日）
ケ ｢相馬岡田文書－鎌倉武士の実像－｣（総合展示室中世）

平成 22年 9月 2日（木）～ 10月 11日（月）
コ ｢桧原湖の埋没林－磐梯山の噴火で埋没した旧桧原村落

周辺の樹林－｣（総合展示室自然と人間）

平成 22年 9月 7日（火）～平成 23年 3月 27日（日）
サ ｢死者を見守る顔｣（総合展示室原始）

平成 22年 9月 11日（土）～ 10月 31日（日）
シ ｢和同開珎｣（総合展示室古代）

平成 22年 9月 11日（土）～ 11月 23日（火）
ス ｢あの世に旅立つとき｣（部門展示室民俗）

平成 22年 10月 1日（金）～ 11月 30日（金）
セ ｢ふくしま教育のあゆみ－謄写版印刷の道具－｣（総合

展示室近・現代）

平成 22年 10月 19日（火）～ 11月 30日（火）
ソ ｢国会開設とふくしま｣（部門展示室歴史・美術）

平成 22年 10月 19日（火）～ 12月 19日（日）
タ ｢おばあちゃんの記憶－こたつ掛け－｣（部門展示室民俗）

平成 22年 12月 1日（水）～平成 23年 1月 30日(日)
チ ｢塩沢上原 A遺跡の石器｣（総合展示室原始）
平成 22年 12月 4日（土）～平成 23年 3月 27日（日）

ツ ｢会津孝子伝｣（総合展示室近世）

平成 23年 1月 13日（木）～ 3月 30日（水）
テ ｢小さな雛まつり｣（部門展示室民俗）

平成 23年 2月 22日（火）～ 4月 3日（日）

２ 企画展示

(1) 春の企画展「千少庵と蒲生氏郷」

平成 22年 4月 17日（土）～ 5月 30日（日）
入館者数 7,578人
千利休の茶の精神やそれを受け継いだ千少庵と蒲生氏郷

の茶の湯をゆかりの品から紹介するとともに、会津を治め

た蒲生氏郷と同時代の武将たちの足跡を紹介した。

・講演会「千家の再興－少庵と氏郷－」

講師 茶道資料館副館長 筒井紘一氏

5月 1日（土）13:30～ 15:00
・展示室講座第 1回「氏郷の生涯－『蒲生記』を読む１」
講師 学芸員 高橋充

4月 17日（土）13:30～ 15:00
・展示室講座第２回「会津の茶の湯」

講師 学芸員 小林めぐみ

4月 29日（木）13:30～ 15:00
・展示室講座第３回「氏郷以降の蒲生家－『蒲生記』を

読む２」

講師 学芸員 高橋充

5月 8日（土）13：30～ 15：00
・展示室講座第４回「茶の湯にみるやきもの」

講師 茶道資料館学芸員 降矢哲男氏

5月 30日（土）13：30～ 15：00
・展示解説会

講師 学芸員 小林めぐみ・高橋充

4月 25日(日)15：30～ 16：30
5月 3日(月)13：30～ 14：30
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・まちなか茶会第 1 回「野口英世青春通りおもてなし茶
会」

講師 福島県立会津工業高校生・教諭他

5月 8日(土)13：30～ 15：30
会場 紀州屋「1934」

(会津若松市野口英世青春通り)

・まちなか茶会第 2 回「野口英世青春通りおもてなしト
ーク」

講師 きむらとしろうじんじん氏（陶芸家・美術家）

佐藤正道氏（会津工業高校教諭）

5月 23日(月)13：30～ 16：00
会場 紀州屋「1934」

(会津若松市野口英世青春通り)

・御薬園茶懐石講座｢江戸時代後期の会津の茶会記から｣

講師 伝統料理研究家 平出美穂子氏

学芸員 小林めぐみ

5月 9日(日)11：00～ 14：00
会場 御薬園

・「アクアマリンふくしま潮風アート茶会」

5月 16日(日)11：00～ 15：00
会場 アクアマリンふくしま（いわき市）

(2) 夏の企画展「森に生き山に遊ぶ！－ふくしまの森林文化－」

平成 22年 6月 26日（土）～ 8月 22日（日）
入館者数 12,588人
森林環境税による展示会で、県内 5 つの文化施設(福島県
文化センター、福島県文化財センター白河館、アクアマリ

ンふくしま、うつくしま県民の森フォレストパークあだた

ら)が連携して開催した。

・オープニングセレモニー

出席者 福島県知事、参加 5館館長他
6月 26日(土)9：30～ 10:00
会場 博物館エントランスホール

・オープニングトーク「森林から未来へ」

出席者 参加 5館館長
10：30～ 12：00
会場 博物館講堂

・記念トーク「明日を素敵に生きるには」

講師 福島県しゃくなげ大使 安藤和津氏

13：00～ 14：30
会場 博物館講堂

・アクアマリン移動水族館

6月 26日(土)11：00
・樹木観察会「鶴ヶ城の樹木」

福島県植物研究会会員・会津生物同好会員 蓮沼憲二氏

7月 11日(土) 10:00～ 12:00
場所 鶴ヶ城

・対談「山の技術と資源の活用－吉野と熊野のフィール

ドから－」

講師 東北学院大学講師 加藤幸治氏

奈良県教育委員会 森本仙介氏

7月 17日(土) 13:30～ 15:00
会場 博物館講堂

講演「森は動いている－樹木の長い一生を科学する－」

講師 東北大学大学院生命科学研究科教授 中静 透氏

7月 18日(日) 13:30～ 15:00
会場 博物館講堂

・対談「会津の森を語りあかそう」

講師 山口大学教授 湯川洋司氏

当館専門員 佐々木長生

会場 博物館講堂

8月 1日(日) 13:30～ 15:00
・実演「いろいろ実演いろいろ体験 手挽きろくろ」

講師 木地師 紀 治男氏

木地師研究家 金井 晃氏

協力 奥会津博物館

8月 8日(日) 11:00～ 15:00
会場 博物館実習室・体験学習室

(3) 秋の企画展「漆のチカラ」

平成 22年 10月 9日（土）～ 11月 28日（日）
入館者数 4,013人
縄文時代から現代に至るまで連綿と続く会津と漆の関係

を振り返りながら、漆文化の奥深さを紹介するとともに、

現在活躍する漆を素材として用いている作家の作品から、

これからの漆表現の可能性を探った。

・アーティストトーク

講師 藤田敏彰氏（漆造形家）、松島さくら子氏（漆造

形家）、中島靖高氏（現代美術家）、保井智貴氏(現

代美術家)

10月 9日(土) 13：30～ 15:00
・第２回三島学フォーラム 荒屋敷遺跡～漆とものづく

り文化～「フィールドワーク」

講師 森幸彦（当館学芸員）、小松順太郎氏(三島町文

化財専門委員)、五十嵐文吾氏(伝統工芸氏)、二

瓶新永氏(伝統工芸士)

10月 29日(金) 13:00～
会場 道の駅みしま宿ビューポイント展望台→荒屋敷

遺跡発掘箇所→大登地区

・第２回三島学フォーラム 荒屋敷遺跡～漆とものづく

り文化～「座学」

講師 四柳嘉章氏（石川県輪島漆芸美術館長）、赤坂憲

雄(当館館長)、森幸彦（当館学芸員）

11月 23日(月) 13:30～ 15：00
会場 三島町交流センター山びこ

・講演会「漆の文化史－ 9000年の時を超えて」
講師 四柳嘉章氏（石川県輪島漆芸美術館長）

10月 31（日）13:30～ 15:00
・「The Voice of (漆)」リーディングパフォーマンス

講師 吉増剛造氏（詩人）

11月 2日（火） 16：30～
会場 アルテマイスター保志(会津若松市本町)
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・新作 Ciné初公開「The Voice of (漆)－会津にて」

講師 吉増剛造氏（詩人）

11月 3日（水） 13：30～
会場 アルテマイスター保志(会津若松市本町)

・ギャラリートーク

講師 小林めぐみ・大竹正浩(当館学芸員)

11月 7日(日) 13：30～ 14：30
・ワークショップ「漆絵でmy箸を作ろう」
講師 めしもり山工房

11月 13日(土) 13：30～ 15：00時
11月 14日(日) 10：30～ 12：00

(4) 特集展

企画展示室で企画展に準じた大規模な展示「特集展」を

実施した。

ア 冬の特集展（まほろん移動展）「ふくしまの土偶」

平成 22年 12月 7日（火）～平成 23年 1月 30日（日）
入場者 1,804人
福島県文化財センター（まほろん）の移動展として、

福島県内出土の土偶 264点を展示した。
・講演会「土偶のはなし」

講師 前弘前大学人文学部教授 藤沼邦彦氏

平成 23年 1月 16日（土）13：30～ 15:00
・展示解説会

講師 当館学芸員 森 幸彦

平成 23年 1月 16日（土）15：10～ 16：30
イ 春の特集展「永山亘コレクション展－集め続けて 30年、
資料が語る炭鉱(ヤマ)のくらし－」

平成 23年 3月 5日（土）～ 5月 15日（日）
いわき市在住の永山亘氏が収集して、当館に寄贈し

た炭鉱関係資料の主要なものを展示した。採炭技術や

炭鉱に生きた人々の生活などを紹介し、常磐炭田が戦

後の経済復興に果たした役割などを取り上げた。

入館者数 5,762人（会期中の常設展入館者数）
・展示解説会

講師 常磐炭田史研究会 野木和夫氏

いわきヘリテージ・ツーリズム協議会 熊沢幹

夫氏

平成 23年 4月 30日（土）13：30～ 14：30
(5) 移動展「金冠塚古墳と勿来地区の飛鳥時代」

平成 22年 4月 21日（水）～ 8月 31日（火）
場所 いわき市考古資料館

入場者数 5,320人
福島県立博物館所蔵の金冠塚出土遺物と関連資料を

展示して、勿来地区の飛鳥時代の歴史を探る。

講演会「金冠塚古墳と勿来地区の古墳時代」

講師 当館学芸員 横須賀倫達

平成 22年 4月 25日(日)13：30～ 15：30
展示解説会

講師 いわき市考古資料館館長 樫村友延氏

平成 22年 4月 25日(日)15時 30分～ 16時


















